肝炎医療コーディネーターについて資料３

１．令和２年度肝炎医療コーディネーター養成研修の結果について
■日程：令和２年11月１日～30日（ウェブ配信により実施。確認テストの提出により受講を確認。）
■対象者：肝疾患診療連携拠点病院、肝炎専門医療機関・協力医療機関、市町村、保健所、府、
健康サポート薬局【R2新規】、患者団体【R2新規】
■認定者数　　１，２１４人　３７２機関　（新規１，１９８人、更新１６人）
	演　　題
	講　師

	府の肝炎対策について	
	資料の掲載

	肝炎医療コーディネーターの役割について
	

	肝疾患の原因と治療
	大阪大学大学院医学系研究科　消化器内科学　講師　阪森　亮太郎

	肝硬変の合併症について
	大阪大学大学院医学系研究科　消化器内科学　助教　山田　涼子

	免疫抑制・化学療法時のHBV再活性化を防ぐためのスクリーニング支援システム
	大阪大学大学院医学系研究科　中央クオリティマネジメント部
助教　北村　温美

	C型肝炎の薬物治療と事例紹介
	大阪大学医学部附属病院　薬剤部　薬剤主任　有持　潤子

	肝炎の食事療法について
	大阪大学医学部附属病院　栄養マネジメント部　栄養士　山口　智勢

	肝炎治療に関する看護師の取り組み
	大阪大学医学部附属病院　看護部　看護師長　柳川　千里


■研修プログラム


２．肝炎医療コーディネーターの配置状況について
計　１，５６９人（令和３年３月１日現在）　
	H30
	H31
	R2

	177人
	372人
	1,569人





≪内訳≫
■行政機関　　計１５０人　　　　大阪府48人、市町村102人（33市町村。未設置：10市町村）

■肝疾患診療連携拠点病院・肝炎専門医療機関（二次医療圏別）　　　計８４１人
	二次医療圏
	総数
	設置
機関数
	設置割合
	配置人数

	豊能
	14
	14
	100%
	164人

	三島
	11
	11
	100%
	42人

	北河内
	16
	16
	100%
	54人

	中河内
	14
	14
	100%
	80人

	南河内
	8
	8
	100%
	76人

	堺市
	15
	15
	100%
	36人

	泉州
	15
	15
	100%
	131人

	大阪市
	83
	83
	100%
	258人

	計
	176
	176
	100%
	841人














■肝炎協力医療機関　　　　計２２８人
	二次医療圏
	総数
	設置
機関数
	設置割合
	配置人数

	豊能
	52
	2
	4％
	8人

	三島
	41
	9
	22%
	17人

	北河内
	68
	11
	16%
	59人

	中河内
	53
	11
	21%
	11人

	南河内
	34
	4
	12%
	16人

	堺市
	50
	4
	8%
	4人

	泉州
	93
	20
	22%
	53人

	大阪市
	253
	34
	13%
	60人

	計
	644
	95
	15%
	228人















■その他医療機関　　　　計３６人　（設置機関数１１）

■健康サポート薬局　　　計２９５人
	総数
	設置機関数
	設置割合
	配置人数

	216
	129
	60%
	295人



■患者団体　　　　計１９人　（設置団体数２）


３．肝炎医療コーディネーターの普及啓発について
コーディネーターの見える化を進めるため、新たに認定バッジを作成しコーディネーターに交付するとともに、啓発チラシを作成し普及啓発を行った。
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[bookmark: _GoBack]認定バッジ　（20×25㎜）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　啓発チラシ
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